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度低かったため、若干足切りに該当す
る受験者が出たと考えられる。
　２）一般問題の「薬学理論問題」は
「実務」を除く全科目で出題され、6
年間で学んだ薬学理論に基づいた内容
の問題であり、難易度は必須問題より
高い。103回は、102回とほぼ同等の
正答率であった。103回の「薬学理論
問題」において、生物と衛生の連問が
出題された。今後も科目の壁を越えた
連問が出題される傾向は変わらないと
考えられる。
　３）一般問題の「薬学実践問題」は、
「実務」のみの単問と「実務」とそれ
以外の科目とを関連させた連問形式の
「複合問題」からなる。「複合問題」は、
症例や事例を挙げて臨床の現場で薬剤
師が直面する問題を解釈・解決するた
めの資質を問う問題で、実践力・総合
力を確認する出題である。103回の複
合問題では、科目をまたいだ４連問（生
物、衛生、２題の実務）や薬理と実務
での４連問など４連問の出題が増加し
た。今後も長期実務実習の成果を問う

実践的な問題は経時的な背景
を連問として問う形式で出題
されるであろう。
　４）薬剤師国家試験は２日
間で実施され、「必須問題」
は１問１分、「一般問題」は
１問2.5分で解くことになっ
ている。時間配分を考えて、
難易度の高い問題を飛ばし、
解きやすい問題から解くのも
よいであろう。その際は、マ
ークシートのつけ間違いには
十分に注意してほしい。
　５）101回から適応された
改訂後の合格基準を表４に挙
げている。合格基準は一部改
正され、これまでの「総得点
率65％以上という絶対基準」
から「平均点と標準偏差を用
いた相対基準」に変更となり、必須問
題を構成する各科目の足切りを50％
から30％に引き下げたほか、35％に
設定されていた理論・実践（一般問題）
の各科目の足切りは廃止となった。し

かし「当分の間、全問題への配点の
65%以上であり、かつ、他の基準を満
たしている受験生は少なくとも合格と
なるように合格基準を設定する」とあ
る。

■物理

　〔難易度〕必須「平易」、理論「やや
難」、実践（物理：「中等」、実務：「中
等」）
　〔総評〕必須問題では、物理の基礎
的なキーワードを理解した上で活用す
る問題や99回に出題された高校レベ
ルである有効数字の考え方を活用した
問題が出題された。物理化学は、グラ
フや文章をよく読み、知識を活用する
難解な問題が出題された。分析化学は
日本薬局方の問題が多く出題されてお
り、基本知識があれば既出問題レベル
の知識で正答できる問題が多かった。
他科目の知識を必要とする出題、イラ
ストから測定原理を読み取り、解答す
る問題が出題されており、「複合的な
知識」や「考える力」が必要であった。
医療現場において使用する製剤やキッ
トの物理的性質の出題が多く、基礎を
医療へ応用する意識が感じられた。今
後も既出問題やキーワードを暗記する
だけでなく、理解して、既出問題の内
容を応用できるようにする必要性があ
る。

■化学

　〔難易度〕必須「平易」、理論「やや
難」、実践（化学：「中等」、実務：「中
等」）
　〔総評〕近年の傾向通り、構造式が
多く出題された。また、亜鉛がとりや
すい酸化数を選ぶ問題など化学の基礎
を問う内容も出題された。理論問題、
実践問題ともに生薬の１題以外は構造
を絡めた問題や図から判断する問題が
出題された。電子配置を問う問題、化
学反応の問題においては単に反応生成
物を問う問題ではなく、反応機構を理
解した上で解答する問題も出題され
た。共役系による着色を構造で問う問
題や処方薬の構造から内容を問う問

題、医薬品と金属とのキレートに関す
る問題など、考えさせる問題の出題が
見られた。生薬は、代表的な日本薬局
方生薬の出題が例年に比べ多かった。
既出問題のみの習得では解答は難し
く、「考える力」や「構造をみて判断
する力」が要求される試験であった。

■生物

　〔難易度〕必須「平易」は、理論「や
や難」、実践（生物：「やや平易」、実務：
「中等」）
　〔総評〕図や構造式を用いた考える
力を必要とする問題が多く出題され
た。理論問題で、物理との連問で未知
タンパク質Ｘの分離精製が出題され、
与えられた情報を正確に理解し推測す
る総合的な力が求められた。実践問題
では、生物と衛生の4連問が出題され、
「日焼け止め」「サプリメント」につい
ての薬剤師への相談といった、より現
場を意識した問題が出題された。既出
問題の知識に加えて、広く深い知識、
図や実験などから与えられた情報を総
合的に判断・考察する力が必要とされ
た。

■衛生

　〔難易度〕必須「やや平易」、理論「中
等」、実践（衛生：「中等」、実務：「や
や平易」）
　〔総評〕必須問題では、既出問題の
１記述を必須形式に直したものが多く
出題された。時事問題としては、近年
話題になったハチミツに含まれるボツ
リヌス菌の芽胞についてなどが出題さ
れた。また、予防接種法の定期接種に
追加されたH B Vワクチンが出題され
た。基本は既出問題レベルの知識で解
けるものではあるが、図や表などを用
いた「考える力」を必要とする出題が
多いため、問題を解く前にまず問題文
を理解することが重要である。

■薬理

　〔難易度〕必須「平易」、理論「中等」、
実践（薬理：「やや平易」、実務：「や
や平易」）
　〔総評〕細胞内情報伝達系の変化か
ら薬物を推定する問題、副作用から薬
物を推定する問題など今までにない形
式や内容の問題があった。未出題薬物
の作用機序を問う内容も多く、現場で
用いられている話題性のある薬物まで
勉強する必要がある。また、構造式か
ら考える問題は102回から継続して出
題されており、構造式と作用機序を結
びつける力が求められている。実践問
題では、患者背景を理解した上で、問
題解決能力を問う内容が中心であっ
た。
　また、病態を理解した上で治療薬の
作用機序につなげる問題も出題され、
疾患に対して病態・薬理の両面からア
プローチする力が求められている。

■薬剤

　〔難易度〕必須「やや平易」、理論「難」、
実践（薬剤：「やや難」、実務：「平易」）
　〔総評〕構造や写真を用いた出題や
内容の理解が求められる問い方など切
り口の工夫が見られる出題であった。
知識を活用して解答するグラフや図の
問題、計算問題も例年通り出題されて
いた。また、17局改定内容について
も触れた問題も昨年に引き続き出題さ
れていた。実践問題は、現場で実際に
使用されている薬剤を中心とした出題
であった。

■病態・薬物治療

　〔難易度〕必須「平易」、理論「難」、
実践（病態・治療：「難」、実務：「難」）
　〔総評〕情報以外の必須問題は、今
まで国試に出題されている基本的な疾
患に関する出題が多く、解きやすい問
題が多かった。情報・検定の理論問題
では、連問での出題があり、内容も新

傾向であったため、正答を導くことは
困難であった。また、症候に関して、
詳細を問う難しい出題もあった。実践
問題では、患者の検査値などを読み取
る「問題解決能力」を必要とする難易
度の高い問題もあった。また、検定の
問題は、データの解析を行い解答する
「考える力」を必要とする問題であっ
た。

■法規・制度・倫理度

　〔難易度〕必須「平易」、理論「平易」、
実践（法規:「平易」、実務：「中等」）
　〔総評〕必須問題は、近年の既出問
題の関連知識で対応できるものが多か
ったが、病院内の設置施設と国民医療
費の問題は近年出題された内容ではな
い。また、薬害は毎年出題されている
が、原因薬物で治療されていた疾患を
問う形式に出題の工夫が見られた。新
傾向としては尊厳死の社会的認知もあ
ってか、リビングウィルが初出題であ
った。理論問題は、既出問題から得ら
れる知識で解答を導ける記述が大半で
あり、得点しやすい構成であった。調
剤された薬剤の規定、増分費用効果比
が初出題であるが基本内容であった。
実践問題では、昨年と同様に、様々な
場面で薬剤師としての対応を求める実
践的な問題が増加している。直近の国
家試験と同範囲の出題が目立ち、薬剤
師として必要性の高い範囲は今後も繰
り返し出題されると予想される。

■実務

　〔難易度〕必須「中等」、実践（実務
の単問）「やや難」
　〔総評〕必須問題では、近年の出題
傾向と多少の変化があった。定義・用
語・薬剤師の業務関連などの出題が近
年は目立っており、医薬品関連の出題
が低下していたが、103回は医薬品関
連の出題が２倍となり、定義・用語・
薬剤師の業務関連は０問であった。
　実践問題では、検査値やスケール、
添付文書の記載内容などの情報を活用
する問題が多かった。考える力を必要
とする問題が多く出題されたため得点
しにくかった学生もいたと思われる。
また、計算問題以外は新規の内容の出
題も目立った。

３　科目別総評と科目別103回の傾向

表４　薬剤師国家試験問題区分と合格基準

※実践問題は、「実務」20問、およびそれぞれの科目と「実務」とを関連させた
複合問題130問からなる
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